
 

 
 
 

 
 

助走の取り方は人それぞれ ～ 卒業を控えた３年生へ  校長 中島 英治 

今月、私たちの胸を熱くさせる大きなニュースが届きました。イタリアで開催された、ミ

ラノ・コルティナ冬季五輪において、スキージャンプ女子の高梨沙羅選手が、混合団体で見

事、銅メダルを獲得したという知らせです。 

４年前の北京五輪。高梨選手は、競技スーツの規定違反という、本人

にはどうすることもできない理由で失格の判定を受けました。チームの

ために、誰よりも遠くへ飛ぼうと全力を尽くした結果が「失格」。彼女

は雪の上に泣き崩れ、自分自身を激しく責めました。 

その後、彼女はしばらく競技に打ち込むことができなくなったそうで

す。ジャンプ台に立つのが怖い。自分が飛ぶ資格があるのか分からない。

そんな彼女を再び飛び立たせたのは、並々ならぬ精神力と、自分を信じ

て支えてくれる周囲への感謝、そして何より、地道に積み重ねた気の遠くなるような練習量

でした。どん底から這い上がり、再び世界の表彰台に立った彼女の姿は、私たちに「あきら

めないことの大切さ」を教えてくれました。 

高梨選手の快挙を見守りながら、私の脳裏には、ある曲のメロディが流れ続けていました。

それは今から三十数年前、私が教員になりたての頃、悩みや不安で押しつぶされそうな時、

繰り返し聴いたMr.Childrenの『星になれたら』という曲です。そんな私の背中を押してく

れたのが、この歌詞でした。「長く助走をとった方がより遠くに飛べるって聞いた～そのう

ちきっと大きな声で笑える日が来るから」。このフレーズを聴くたびに「今はまだ飛べなく

てもいい。今の悩みや不安は、より遠くへ飛ぶための準備期間なんだ」と、自分を奮い立た

せることができました。 

彼女にとってのこの４年間は、まさに人生における「長く険しい助走」だったのでしょう。

失格という形で助走をさえぎられ、逆戻りしてしまったように見えたけれど、その停滞して

いた時間こそが、ミラノでの跳躍を生むためのエネルギーになっていたのです。 

３年生の皆さん。これからの人生、思うように結果が出ず、足踏み

をしているように感じる時が来るでしょう。「自分だけが取り残され

ている」と不安になる夜もあるでしょう。 

しかし、助走のとり方は人それぞれ。ジグザグの助走、のんびりの

助走、逆戻りの助走だっていい。順風満帆な人生だけが素晴らしいわ

けではありません。迷い、悩み、立ち止まって後ろを振り返る。その

一歩一歩が「翼」を強くします。遠くへ飛ぶためにはそれ相応の「助

走の距離」が必要です。大切なのは、いつか来る「跳躍の瞬間」を信

じ、自分の足元を一歩ずつ踏みしめること。高梨選手が、血の滲むような練習を積み重ねた

ように。 

もし、暗闇の中にいると感じたら、思い出してください。そのうち大きな声で笑える日が

来るということを。そして、長く助走をとったからこそ、到達できる高さがあるということ

を。たっぷりと助走してから，大空にはばたいてください。応援しています。 

学 校 教 育 目 標        

１ 体が丈夫で、進んで働く人 

２ はきはきと行動し、最後までやり抜く人 

３  豊かな心で、新しいものを生み出せる人 

４  心のこもった言葉遣いや行いのできる人 

５  互いに信じ合い、みんなの役に立つ人 
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3年生は、来年度の進路に向けて取り組んでいます。2月には公立高校の推 

薦入試と私立の一般入試が行われました。後は3月 

の公立高校の一般入試が残されています。進路実現に向けて最後のがんばりの時期です。 

１・2年生は、2月に定期テストが終わりました。3月は1年間のまとめと新年度に向 

けての準備期間となります。1日1日を大切に過ごし来年度に備え力を蓄えてください。 

４日（水） 公立高校一般入試 

５日（木） 公立高校面接日（給食なし） 

１０日（火） ３年生を送る会 

        スクールカウンセラー来校 

１１日（水） 卒業式総練習 

        同窓会入会式 

        公立高校入試追試日 

１２日（木） 第７９回卒業証書授与式 

１３日（金） 専門委員会 

        まちづくりセミナー 

１６日（月） 中央委員会 午前授業（給食なし） 

１７日（火） 公立高校合格発表 

       午前授業（1年生給食なし） 

１８日（水） 職員会議 午前授業（給食なし） 

        PTA役員会 

 １９日（木） 午前授業（給食なし） 

２０日（金） 春分の日 

２３日（月） 大掃除 午前授業（給食なし） 

２４日（火） 修了式 離任式 表彰集会 

        午前授業（給食なし） 

 ※学校では2月上旬にインフルエンザが流行しま 

したが、現在は落ち着いています。市内小中学 

校ではいまだインフルエンザが流行しています。 

感染症に気を付けて体調管理に努めてくだい。 

※進路日程は、進路だより等でご確認くだい。 

※３月の完全下校時間は１７：２５です。 

登別市立幌別中学校 TEL:0143-85-3111 FAX:0143-85-3112 MAIL:jh.info@noboribetsu.ed.jp 

 

 

〇ピンクシャツデー 

２月２５日(水)には本校でピンクシャツデー

が行われました。ピンクのシャツを着ていた

生徒がいじめられたことの抗議活動として、

始まった世界的な活動です。登別市の小中高

校では、いじめをなくすために「ピンクシャ

ツ大作戦」を行っています。本校でも、生徒

会を中心に活動しています。 

 

 

12月末に実施した学校評価アンケートの記述蘭について回答いたしま

す                 （左側の枠が保護者様の意見で、右側の枠が学校の回答となります。） 
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今年度もあと一か月 

「周囲に気づかれない巧妙ないじめ」への懸念をいただきまし

た。学校としても「本人が苦痛を感じるものは、理由を問わずい

じめである」という認識を改めて徹底します。そして、目に見え

にくい小さなサインを逃さぬよう、教職員の観察眼を養うととも

に、生徒一人ひとりが「相手の痛み」を想像できるよう指導して

いきます。また、お子様の様子で少しでも気になることがあれば

些細なことでも結構ですので、すぐにご相談ください。 

励みになるお言葉をいただきました。本校では各学期の参観日のほか、

総合的な学習の時間などの発表機会も設けていますので、今後も早めに行

事予定やご案内でお知らせします。また、これに限らず日常的な授業も参

観可能です。お気軽に、普段の学びの様子をご覧いただければ幸いです。 

いじりという名のいじめや、周りに目につ

かない、聞こえないように、先生方も把握し

づらいことが多々あるようです。いじりやか

らかい、わざとぶつかり謝らない、周りに聞

こえないように嫌なことを言う、などもいじ

め！ということを周知するだけでも違うと

思いますので、よろしくご指導お願いします

。 

 授業の見学の機会をつくっ

てくださり、ありがとうござい

ます。なかなか参加できていま

せんが、都合のつくときはぜひ

参加したいと思います。 

学校評価アンケートの回答 


